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報道ステーション（2019年1月6日 テレビ朝日）
レーダー照射問題で日本に非があるような解説

1月7日に放送された報道ステーションで自衛隊哨戒機に韓国海軍が火器
統制レーダーを照射した問題について「アメリカは日韓の応酬が広がり
傷口が広がるなら仲裁に乗り出す可能性もある。その場合は日本と韓国
のどちらにも恥をかかせないように水面下で処理する」と日本にも問題
があるような解説をした。
また番組アンカーの後藤謙次は「レーダー照射映像の公開は首相官邸の
意向ですね！防衛省は韓国と争っても何の得にもならないと思ってる！
韓国に対して日本もやる時はやるぞという意思表示だと思います！」と
安倍総理が政治的パフォーマンスの為にレーダー照射を問題視してると
発言した。
尚、世界中の海軍が持ってる紳士協定である【海上衝突回避規範】には
『【レーダーの照準・武器を他艦船や航空機がいる方向に向けない』と
取決められており、国際的に皆で守ろうというものであり、場合によっ
ては軍事衝突が起きかねない行為である。
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韓国は国家の体をなしてない
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